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と、慎重にくぎを打っていました。（7
月28日・子ども館で）
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交通量の多い教育会館前交差点（寺台）

  

自
動
車
の
注
意
点

　
今
年
5
月
、
滋
賀
県
大
津
市
の
交
差

点
で
右
折
車
と
直
進
車
が
衝
突
し
、
そ

の
う
ち
の
1
台
が
保
育
園
児
の
い
る
歩

道
に
乗
り
上
げ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
起
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
で
は
、
右
折
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
注
意
が
散
漫
に
な
っ
て
い
た
こ

と
で
、
直
進
車
に
気
付
か
な
か
っ
た
こ

と
が
衝
突
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
交
差
点
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
特
に
注

意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
で

す
。
安
全
な
速
度
と
方
法
で
進
入
・
通

過
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
横
断
歩
道
な
ど
に
接
近
す
る

場
合
は
、
停
止
線
の
直
前
で
停
止
で
き

る
よ
う
な
速
度
で
進
行
し
ま
し
ょ
う

（
進
路
の
前
方
を
横
断
し
よ
う
と
す
る

歩
行
者
な
ど
が
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

な
場
合
を
除
く
）。

　
さ
ら
に
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
も

事
故
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
り
慣
れ
た
道
で
も
、
ス
ピ
ー
ド
が
出

て
い
る
と
、
歩
行
者
が
飛
び
出
し
て
き

た
と
き
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

　
少
し
の
油
断
が
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
夕
暮
れ
時
や
、
学

校
の
登
下
校
の
時
間
帯
は
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
特
に
注
意
を

　
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
割
合
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
は
、

公
共
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
な
い
地

域
に
住
む
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
生
活

を
営
む
、
余
暇
を
楽
し
む
上
で
必
要
不

可
欠
な
交
通
手
段
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
は
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど

同
時
に
複
数
の
こ
と
に
注
意
を
払
う
の

が
難
し
く
な
り
、
意
識
と
行
動
の
ず
れ

が
生
じ
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
、
運
転

中
に
交
通
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
が
高

く
な
る
と
い
え
ま
す
。

　
体
調
不
良
時
や
悪
天
候
時
に
は
運
転

を
避
け
る
、
通
り
慣
れ
た
道
で
も
油
断

し
な
い
、
定
期
的
に
運
転
適
性
検
査
を

受
け
る
な
ど
、
事
故
へ
の
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

  

歩
行
者
の
注
意
点

　
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
歩
行
者
も
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
日
頃
か
ら
注
意
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
近
所
だ
か
ら
、
慣
れ
た
道
だ
か
ら
と

油
断
せ
ず
、
交
差
点
や
道
路
の
横
断
時

は
信
号
や
横
断
歩
道
を
利
用
す
る
こ
と
、

安
全
確
認
を
徹
底
し
無
理
に
渡
ろ
う
と

し
な
い
こ
と
な
ど
を
心
掛
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て

散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で
外
出
す
る

場
合
は
、
懐
中
電
灯
や
反
射
材
の
付
い

た
テ
ー
プ
・
た
す
き
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

な
ど
を
身
に
着
け
る
と
い
っ
た
安
全
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

歩
き
ス
マ
ホ
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　
歩
行
中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

操
作
す
る
「
歩
き
ス
マ
ホ
」
は
、
注
意

力
が
失
わ
れ
他
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
け
が

を
負
わ
せ
て
し
ま
う
な
ど
、
自
分
だ
け

で
な
く
周
囲
を
事
故
に
巻
き
込
む
こ
と

平成30年に市内で発生した交通事故の件数は469件。死者数は3人、
負傷者数は588人でした。近年は減少傾向にあるものの、依然とし
て交通事故により尊い命が失われています。一人一人が交通マナー
とルールを守り、交通事故を防止しましょう。

「
も
し
も
」が
起
こ
る
そ
の
前
に

交
通
事
故
の
防
止
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　全国的に車のドライバーの不注意による事故が多発し
ていますが、成田市でも人身事故の6割が注意力の散漫
になりやすい交差点で発生しています。交差点を進行す
るときは、対向車線の車の動きや横断歩道を渡る人の確
認など、一つ一つの要素をしっかり判断できるよう運転
に集中してください。
　また、県内では横断歩道での事故が多くなっています。
横断しようとする歩行者がいる場合は、横断歩道の手前
で一時停止して安全に横断してもらう「ゼブラ・ストッ
プ」を行ってください。皆さんには、普段から速度を控
えめにしたり、道を譲り合ったりするなど、気持ちに余
裕を持った運転をして欲しいと思います。

成田警察署交通課長

福
ふく

元
もと

 大
だい

輔
すけ

さん

車の運転には
余裕を持って

運転免許証の自主返納
　県警では、高齢運転者に運転免許証の自主的な返納を
呼び掛けています。自主返納すると、バスやタクシーと
いった公共交通機関の運賃割引などの特典を受けること
ができます。市内でも、千葉交通と成田空港交通のバス
乗車運賃が半額に、タクシーの乗車運賃が1割引きにな
ります。
　自分の運転に不安を感じたとき、家族から事故が心配
と言われたときなどには、運転免許証の自主的な返納を
検討してください。
※くわしくは成田警察署（☎27-0110）へ。

オンデマンド交通
　市では、市内全域で「オンデマンド交通高齢者移送サー
ビス」の実証実験を行っています。利用者の乗降時間や
乗降場所の要望に応じる乗り合い型交通機関による移送

サービスで、時刻表も決まった路線もありません。乗降
場所は市内全域に900カ所以上あり、市内の病院やスー
パー、市役所などに行くことができます。
　サービスを初めて利用する場合には、事前に利用者登
録が必要です。オンデマンド交通専用ダイヤル、高齢者
福祉課（市役所議会棟1階）、下総・大栄支所のいずれか
で登録してください。
運行日時＝月〜金曜日（祝日・年末年始を除く） 午前7時

30分〜午後5時30分
対象＝市内在住の70歳以上で、自動車の乗り降りが自力

でできる人
料金（1人1回当たり）＝500円
予約方法＝月〜金曜日（祝日・年末年始を除く）の午前8時

〜午後5時に、オンデマンド交通専用ダイヤル（☎24-00 
80）へ。利用する日の7日前から乗車を希望する30分前
までに予約してください

※くわしくは高齢者福祉課（☎20-1537）へ。

も
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
、
マ
ナ
ー

を
守
り
安
全
な
場
所
で
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

交
通
安
全
教
育
を
実
施

　
子
ど
も
た
ち
に
道
路
を
歩
く
際
の
交

通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
市
で
は
園
児
を
対
象
に
、
警
察
で

は
小
学
生
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
教
室
で
は
、
模
擬
信
号
を

使
っ
て
実
技
指
導
を
行
っ
た
り
、
映
像

で
事
故
の
悲
惨
さ
を
伝
え
た
り
す
る
こ

と
で
、
道
路
を
歩
く
と
き
に
注
意
す
る

こ
と
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
十

分
に
守
る
た
め
に
は
、
教
室
な
ど
で
の

指
導
だ
け
で
な
く
、
各
家
庭
で
の
注
意

喚
起
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
事
故
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て
家
庭
で
も
話
し
合
う

機
会
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

  

自
転
車
の
注
意
点

　
自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
誰
も
が
利
用
で
き
る
一
方
、
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
で
運
転

す
る
と
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
道
路
交
通
法
の
順
守
や
、

自
転
車
利
用
者
が
保
険
加
入
に
努
め
る

こ
と
な
ど
を
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
、
安
全
走
行

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦
歩
道
・
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
で

は
、
原
則
と
し
て
車
道
を
通
行
す
る
。

自
転
車
が
歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合

で
も
、
歩
行
者
が
優
先

◦
急
な
進
路
変
更
を
し
な
い

◦
交
差
点
で
は
徐
行
や
一
時
停
止
を
す

る
◦
運
転
中
に
傘
や
携
帯
電
話
、
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
な
ど
を
使
用
し
な
い

◦
夜
間
は
ラ
イ
ト
や
反
射
材
を
取
り
付

け
る

◦
高
齢
者
や
高
校
生
以
下
の
人
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
に
努
め
る

加
入
し
て
い
ま
す
か

自
転
車
賠
償
責
任
保
険

　
自
転
車
の
交
通
事
故
で
は
、
歩
行
者

な
ど
に
け
が
を
負
わ
せ
て
し
ま
い
、
高

額
の
賠
償
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
賠
償
金

は
、
未
成
年
で
も
免
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
万
が
一
の
事
故
の
際
、
相
手

側
や
自
身
、
家
族
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

高齢ドライバーの皆さんへ
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科学あそび講座 7月25日

　柿色の花を咲かせる「団十郎朝顔」が、朝顔・ほおづき市実行委員会から
成田山新勝寺へ贈呈されました。このアサガオは、市川團十郎の歌舞伎
十八番「暫

しばらく
」の演目で使用される柿色の衣装にちなんで団十郎と名付けら

れたといわれ、歌舞伎に縁が深い成田にうってつけ。贈呈に立ち会った
関係者らは趣深い花色を珍しそうに眺めていました。団十郎朝顔は8月
末頃まで新勝寺光輪閣前で見ることができます。

伝統色が夏を彩る
7月18日団十郎朝顔の贈呈

DNAを楽しく学ぶ
　「DNAってなんだろう」をテーマに細胞について学ぶ「科学あそび講座」が市立図書
館で開催されました。小学2〜6年生の68人が参加し、ブロッコリーから白い糸状
のDNAを取り出したり、二重らせん構造を再現したストラップを作ったりして知
識を深めました。参加者の一人は「細かい作業が多くてストラップを作るのが難し
かったけど、うまくできて良かった」と話していました。

❶すり鉢を使ってブロッコリーをすり潰す❷細
胞についてのクイズに挑戦❸講師からは関連
する本の紹介も❹二重らせん構造を再現❶

❹

❷

❸

美しい音色で会場を魅了
　市民の皆さんに気軽に音楽を楽しんでもらおうと「ふれあいコンサー
ト」が市役所1階ロビーで開催されました。今回は、オーボエ・ピアノ・
フルートのアンサンブルユニットT

ト リ オ
rio i

イル
l  m

ミ ー チ ョ
icioが「少年時代」などの夏

を感じさせる曲やアイルランド民謡メドレーなどを演奏。観客は会場に
響き渡る優雅な音色に耳を澄ませて聴き入っていました。

7月18日ふれあいコンサート

ハーモニーを奏でる

団十郎朝顔を観賞する関係者ら
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7月20日社会を明るくする運動成田市大会

　毎月の恒例となった人気イベント「わくわく感謝デー」が成田市場で開
催されました。生マグロの解体ショーや野菜が当たるルーレットなどが
行われるほか、新鮮な魚や野菜が購入できるとあって、多くの人が訪れ
ます。この日は土用の丑の日ということで、メインイベントはウナギの
つかみ取り。参加した子どもたちは、泳ぎ回るウナギを何とか捕まえよ
うと夢中になっていました。

新鮮な食材と楽しいイベントが
7月27日わくわく感謝デー

蓮池薫さんを招いて
　犯罪や非行の防止と罪を犯した人の更生に理解を深めてもらうことを目的とした

「社会を明るくする運動成田市大会」が国際文化会館で開催されました。大会では、
田代花

か り ん
梨さん（公津の杜中）と髙木ちとせさん（成田中）がコンテストで最優秀賞と

なったいじめや少年事件をテーマにした作文を発表しました。また、蓮池薫さんによ
る講演会が行われ、拉致された当時の状況や北朝鮮での生活が詳細に語られました。

❶蓮池さんが熱心に語る❷たくさんの来場者
が訪れる❸意見をはっきりと伝える田代さん
❹堂々と発表する髙木さん❶

❹

❷

❸

逃げるウナギに大苦戦

貴重な作品が勢ぞろい
れきはく出開帳

　国立歴史民俗博物館が所蔵する浮世絵などを展示した「れきはく出開帳」
がスカイタウンギャラリーで開催されています。この展示は、幽霊や妖怪
などの「もののけ」がテーマになっていて、会場にはおどろおどろしい作品
がずらり。ほかにも、同館を代表する資料である江戸図屏風の複製や、義
民・佐倉宗吾の子別れの場面を描いた作品などが展示されました。訪れた
人たちは見応えある作品の数々を、目を凝らしながら鑑賞していました。

7月18日〜8月18日

作品をじっくりと鑑賞

市のさまざまなできごとをFacebookでタイムリーに
紹介しています。ぜひ、「いいね！」を押してください。
※� マークが付いたイベントは、Facebookでも配信
しています。

成田市役所広報課-Narita City
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暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

　
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
の
利
用
料
が
10
月
か
ら
無
償
化
さ

れ
ま
す
。
ま
た
「
保
育
の
必
要
性
の
認

定
」
は
保
育
課（
市
役
所
2
階
）で
受
け

付
け
ま
す
。

対
象
外
と
な
る
費
用

◦
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
…
通
園
送
迎
費
や
食
材
料
費
、

行
事
費
、
時
間
外
保
育
料
な
ど
。
た

だ
し
、
世
帯
の
収
入
な
ど
に
よ
り
食

材
料
費
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

◦
児
童
発
達
支
援
な
ど
…
医
療
費
や
食

費
な
ど
の
現
在
実
費
で
負
担
し
て
い

る
も
の

※
手
続
き
に
つ
い
て
は
保
育
課（
☎
20
‐ 

1
6
0
7
）、
児
童
発
達
支
援
に
つ

い
て
は
障
が
い
者
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
9
）へ
。

早
め
の
接
続
を

農
業
集
落
排
水

　
市
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を
現

在
6
地
区（
名
古
屋
、
成
井
・
地
蔵
原

新
田
、
横
山
・
馬
乗
里
、
新
田
、
堀
籠
、

奈
土
・
津
富
浦
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
宅
内
工

事
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に

指
定
工
事
店
に
施
工
を
依
頼
し
て
農
業

集
落
排
水
管
へ
の
接
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
接
続
を
し
て
い
て
使
用
人

数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
農
政
課

へ
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1�

5
4 �

2
）へ
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
を

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
運
用

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
適
切
・
効
果
的
に
活

用
す
る
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
の
調
和
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
市
で
は
、
最
低

限
配
慮
す
べ
き
内
容
を
ま
と
め
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
自
主
防
犯
活
動
と
し
て
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
、
ま
た
は
設

置
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
は
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
適
切
な
設
置
運

用
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w
w
.city.narita.

chiba.jp/anshin/page0123_ 

00006.htm
l

）へ
。

9
月
2
日
ま
で

個
人
事
業
税
の
納
付

　
個
人
事
業
税
の
第
1
期
分
の
納
期
限

は
、
9
月
2
日
㈪
で
す
。
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
佐
倉
県
税
事
務
所（
☎

0
4
3
‐
4
8
3
‐
1
1
1
4
）へ
。

迷
惑
に
な
り
ま
す

違
法
駐
車

　
駅
周
辺
や
住
宅
街
な
ど
で
違
法
駐
車

が
横
行
し
、
取
り
締
ま
り
を
求
め
る
要

請
や
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
違
法
駐
車
は
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
消
火
栓
・
曲
が

り
角
・
車
庫
の
出
入
り
口
付
近
な
ど
に

駐
車
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

10
月
か
ら
開
始
し
ま
す

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

　施設・
サービス名 対象 無償となる

利用料 条件・手続き

保育所・認定
こども園・地
域型保育事業
所

◦�3〜5歳児クラス
の児童

◦�0〜2歳児クラス
で住民税非課税
世帯の児童

全額 手続きは不要

幼稚園 満3歳から 月額2万5,700円まで
「子育てのための
施設等利用給付
認定」を受ける必
要あり＊1

幼稚園の預か
り保育

預かり保育を利用す
る児童

利用日数に応じて月額
1万1,300円まで

「保育の必要性の
認定」を受ける必
要あり認可外保育施

設など＊2

3〜5歳児クラスの
児童＊3 月額3万7,000円まで

0〜2歳児クラスで
住民税非課税世帯
の児童＊3

月額4万2,000円まで

児童発達支援
など

満3歳になって初め
ての4月1日から3年
間

全額 手続きは不要

＊1　�利用する幼稚園が子ども・子育て支援新制度に移行していない場合。申請書は
各幼稚園で配布します

＊2　�利用する施設が対象とならない場合があります。施設の確認は子育て支援課（☎
20-1538）へ

＊3　保育所などを利用せず、認可外保育施設や一時保育などを利用した場合
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加
入
方
法
＝
金
融
機
関
な
ど
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
金
融

機
関
ま
た
は
委
託
事
業
主
団
体
な
ど

に
提
出

市
の
補
助
額
＝
共
済
制
度
に
加
入
し
た

月
か
ら
12
カ
月
は
掛
け
金
の
20
パ
ー

セ
ン
ト
、
13
～
60
カ
月
は
掛
け
金
の

10
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
一
人
当
た
り
年

額
1
万
2
、
0
0
0
円
が
上
限

※
く
わ
し
く
は
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
03
‐
6
9
0
7
‐
1
2
3
4
）へ
。

市
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
商
工

課（
☎
20
‐
1
6
2
2
）へ
。

市
指
定
工
事
店
で

排
水
設
備
の
設
置

　
下
水
道
に
ト
イ
レ
や
風
呂
、
台
所
な

ど
の
汚
水
を
流
す
た
め
に
は
、
各
家
庭

で
排
水
設
備
の
設
置
が
必
要
で
す
。

　
排
水
設
備
工
事
は
、
衛
生
上
重
要
で

あ
り
、
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
っ
て
施

工
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
工
事
は
市

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課（
☎
20
‐
1 

5
5
3
）へ
。

一
部
の
世
帯
が
対
象

全
国
家
計
構
造
調
査

　
国
で
は
、
家
計
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
全
国
家
計
構
造
調
査
を
11
月
ま
で

実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
が
行
う
経
済
・
社
会
施
策

や
研
究
機
関
な
ど
で
行
う
消
費
・
経
済

分
析
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
対
象
地
区
と
な
っ
た
世
帯
に
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
行
政
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
0
1
）へ
。

市
街
地
を
除
く
全
域
で
実
施

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

　
市
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す

鳥
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
努
め
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

鳥
類

実
施
日

◦
成
田
地
区
…
9
月
11
日
㈬
・
22
日
㈰
、

10
月
9
日
㈬
・
27
日
㈰

◦
下
総
・
大
栄
地
区
…
9
月
8
日
㈰
・

15
日
㈰
・
22
日
㈰
・
29
日
㈰

実
施
方
法
＝
銃
器
に
よ
る
捕
獲

獣
類

実
施
期
間
＝
3
月
31
日
ま
で

実
施
方
法
＝
箱
わ
な
・
く
く
り
わ
な
に

よ
る
捕
獲

※
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
農

政
課（
☎
20
‐
1
5
4
1
）へ
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て

市
税
の
納
付

　
市
税
は
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
度
手
続
き
す
れ
ば
納

め
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
、
納
付
の
た
め

に
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
振
替
予

定
月
の
2
カ
月
前
ま
で
に
金
融
機
関
な

ど
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
納
税
課（
☎
20
‐
1�

5 

1�

9
）へ
。

責
任
技
術
者
の
登
録
更
新
を

下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

の
資
格
有
効
期
限
が
令
和
2
年
3
月
31

日
の
人
に
申
請
書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

登
録
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
＝
9
月
5
日
㈭

※
く
わ
し
く
は
県
下
水
道
協
会
事
務
局

（
千
葉
市
下
水
道
経
営
課
・
☎
0�

4 

3
‐
2
4
5
‐
6
1
1
2
）へ
。

掛
け
金
を
助
成
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
事

業
主
が
従
業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に

準
備
で
き
る
制
度
で
す
。
掛
け
金
の
一

部
を
国
と
市
が
助
成
し
て
い
ま
す（
一

部
対
象
外
あ
り
）。

制
度
の
特
色

◦
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員
も

加
入
で
き
る

◦
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料

不
要

◦
社
外
積
み
立
て
型
で
管
理
が
簡
単

◦
ほ
か
の
退
職
金
・
企
業
年
金
制
度
な

ど
と
の
資
産
移
換
が
で
き
る

掛
け
金
の
種
類
＝
月
額
5
、
0
0
0
円

～
3
万
円
の
16
種
類（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
な
ど
は
2
、
0
0
0
円
〜
4
、

0
0
0
円
の
特
例
掛
け
金
で
加
入
で

き
ま
す
）

9月2日㈪

※�くわしくは①②納税課（☎20-1519）、③保険年金
課（☎20-1526）、④介護保険課（☎20-1545）へ。

①市・県民税（第2期）
②国民健康保険税（第2期）
③後期高齢者医療保険料（第2期）
④介護保険料（第2期）

今月の納期限

市 長 日 誌

出発式であいさつ（31日）

7月16日〜31日

18日 成田空港活用協議会総会

20日

レクリエーション祭
吉倉地区周辺まちづくりに係る
地区説明会
社会を明るくする運動成田市大会

22日 新勝寺・成田市懇談会

24日

千葉県反核平和の火リレー
災害時の医療救護活動及び医薬品等の供給に
関する協定（成田市・成田市薬剤師会）及び災害
時の助産師による妊産婦並びに乳幼児支援に
関する協定（成田市・千葉県助産師会）締結式

25日 保健福祉審議会
国民健康保険運営協議会

27日 千葉県消防操法大会
29日 自衛隊協力会総会

30日

県道成田神崎線整備促進期成
同盟総会
横芝・神崎間首都圏中央連絡
自動車道建設促進協議会総会
市民憲章推進協議会総会・感
謝状贈呈式

31日

「折り鶴平和プロジェクト」折り
鶴平和使節団・千羽鶴出発式
椿真拓選手全国小学生陸上競
技交流大会出場表敬訪問

広報なりた 2019.8.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です7



暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

水
、
貴
重
品
な
ど
の
非
常
持
ち
出
し

品
を
準
備
す
る

◦
地
域
の
避
難
所
や
、
一
時
的
に
利
用

で
き
る
近
く
の
集
会
所
ま
で
の
避
難

経
路
を
確
認
し
て
お
く

◦
浸
水
が
多
い
場
所
で
は
土
の
う
、
地

盤
の
弱
い
斜
面
に
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

な
ど
を
前
も
っ
て
用
意
し
て
お
き
、

風
雨
が
強
ま
る
前
に
設
置
す
る

◦
植
木
鉢
や
物
干
し
竿
な
ど
風
に
飛
ば

さ
れ
や
す
い
物
は
屋
内
に
片
づ
け
、

テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

は
固
定
す
る

防
災
情
報
が
5
段
階
に

　
水
害
・
土
砂
災
害
時
に
住
民
が
適
切

な
行
動
を
取
れ
る
よ
う
、
防
災
情
報
が

5
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
発
令
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
警
戒
レ
ベ
ル
に

よ
っ
て
取
る
べ
き
行
動
の
目
安
が
示
さ

れ
、
3
以
上
が
発
令
さ
れ
た
ら
避
難
行

動
を
開
始
し
ま
す
。

◦
警
戒
レ
ベ
ル
3
…
避
難
準
備
を
行
い

高
齢
者
な
ど
は
避
難
を
開
始
す
る

◦
警
戒
レ
ベ
ル
4
…
全
員
が
避
難
所
な

ど
の
安
全
な
場
所
に
速
や
か
に
避
難

す
る

◦
警
戒
レ
ベ
ル
5
…
す
で
に
市
内
で
洪

水
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
命
を
守
る
最
善
の
行
動
を
取
る

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

家
庭
で
も
確
認
を

風
水
害
へ
の
備
え

　
夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

台
風
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

気
象
情
報
に
注
意
し
、
家
庭
で
の
備
え

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
風
水
害
に
対
す
る
備
え

◦
普
段
か
ら
雨
ど
い
や
側
溝
を
清
掃
し

詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る

◦
屋
根
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
外
壁
な
ど

を
点
検
し
、
雨
漏
り
の
恐
れ
が
あ
る

箇
所
は
修
理
す
る

◦
停
電
・
断
水
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
寸
断
や
避
難
に
備
え
て
、
懐
中
電

灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
非
常
食
・
保
存

分
別
を
心
掛
け
て

草
・
木
の
枝
の
処
分

　
草
刈
り
な
ど
で
生
じ
た
草
は
、
土
を

よ
く
落
と
し
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
可
燃

ご
み（
青
色
の
ご
み
指
定
袋
）と
し
て
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
樹
木
の
伐
採
な
ど
で
生
じ
た
木
の
枝

は
、
葉
を
よ
く
落
と
し
、
直
径
5
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
未
満
に
切
り
、
直
径
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
未
満
に
束
ね
て
、
袋
に
入
れ
ず
に

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い（
1
世
帯

当
た
り
4
束
ま
で
）。

　
束
に
で
き
な
い
小
枝
は
、
青
色
の
ご

み
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

9
月
か
ら
午
後
5
時
に

夕
焼
け
小
焼
け
の
放
送

　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
が
正
常
に

作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、

試
験
放
送
を
1
日
2
回（
正
午
と
夕
方
）

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
夕
方
の
放
送
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の

時
刻
は
、
9
月
1
日
㈰
か
ら
は
午
後
5

時（
8
月
31
日
㈯
ま
で
は
午
後
6
時
）に

変
更
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

必
ず
中
身
を
空
に
し
て

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
処
理

　
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
ご
み
と
し
て
出
す
場

合
、
中
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
、
収

集
・
選
別
作
業
の
際
に
発
火
や
爆
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
必
ず

中
身
を
空
に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
処
分
す
る
と
き
は
、
風
通
し
の
良
い

屋
外
で
、
引
火
す
る
物
が
な
い
か
周
囲

を
確
認
し
、
数
回
に
分
け
て
中
身
を
抜

い
て
く
だ
さ
い
。
空
に
な
っ
た
ら
、
金

属
製
の
部
分
は
金
物
・
陶
磁
器
・
ガ
ラ

ス
類（
黄
色
の
指
定
ご
み
袋
）、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
部
分
は
可
燃
ご
み（
青
色

の
指
定
ご
み
袋
）と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

放射線量測定結果
　7月に測定した次の場所は、放射線量が除染目標値（0.23
マイクロシーベルト/時）以下でした。
測定場所＝市役所、下総・大栄支所、大清水大気測定局（遠

山中敷地内）、幡谷大気測定局（久住体育館隣）
※詳細は、市ホームページ（https://www.city.narita.chiba.

jp/anshin/page113900.html）に掲載しています。くわし
くは環境対策課（☎20-1532）へ。

農産物などの放射性物質検査の結果
　7月に検査した次の品目は、放射性物質が基準値以下でした。
検査品目＝小麦、シロウリ、ナシ
※詳細は、市ホームページ（https://www.city.narita.chiba. 

jp/anshin/page164300.html）に掲載しています。くわし
くは農政課（☎20-1541）へ。
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困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00〜16：00

市役所2階市民相談室
※�各相談の受け付けは、終

了時間の30分前まで。予
約制の相談は、予約の時
間までに来てください。

市民協働課
☎20-1507
※�法人からの相談は受け

ません。相談内容によっ
てはお断りする場合が
あります。弁護士法律
相談（同年度中に相談
は2回まで）の9月分の
予約は8月28日㈬午前
8時30分から受け付け
ます。

弁護士法律相談（予約制） 水曜日 13：00〜16：00
女性のための相談

（DV含む・予約制） 木曜日 10：00〜16：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 8月23日㈮、9月13日㈮ 13：00〜16：00

税務相談 8月20日㈫、9月17日㈫ 10：00〜15：00
不動産相談 8月20日㈫、9月17日㈫ 10：00〜12：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）8月27日㈫、9月24日㈫ 10：00〜15：00

市民よろず相談 8月17日㈯、9月21日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館 市民よろず相談室
内田さん☎91-5313

司法書士法律相談 8月21日㈬、9月18日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館 千葉司法書士会佐倉支部
大越さん☎20-2022

司法書士による電話相談 月・水・土曜日 月・水曜日14：00〜17：00
土曜日10：00〜15：00

電話相談のみ
（10120-971-438）

千葉司法書士会
☎043-246-2666

法務局不動産登記相談
（相続・抵当権抹消など、予約制） 月〜金曜日 9：00〜16：00 法務局成田出張所 法務局成田出張所

☎23-2313
土地家屋調査士登記相談

（土地境界・分筆・新築建
物登記など）

9月11日㈬ 9：00〜12：00 法務局成田出張所
千葉県土地家屋調査士
会印旛支部　小林さん
☎28-8777

住宅無料耐震相談（予約制）8月22日㈭、9月21日㈯ 9：00〜16：00 市役所5階501会議室
（9月21日のみ、午後は自宅でも可）建築住宅課 ☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザー
ズコーナー ☎20-0567

消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 市役所2階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
事業継承に関する相談（予約制）8月21日㈬、9月18日㈬ 10：00〜16：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101
商工業者よろず支援拠点
サテライト相談（予約制） 8月22日㈭、9月19日㈭ 10：00〜16：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101

若者の就労相談（予約制） 月〜金曜日 10：00〜17：00 勤労会館 ちば北総地域若者サポート
ステーション ☎24-7880

社労士による年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
交通事故相談（予約制） 9月3日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階相談室 交通防犯課 ☎20-1527

障がい者相談 月〜土曜日 9：00〜18：00 保健福祉館 ほっとすまいるセンター
☎27-1106

心配ごと相談
木曜日

13：00〜16：00
保健福祉館 社会福祉協議会☎27-7755

※�大栄支所での相談は予約制
となります。9月13日㈮ま
でに申し込んでください。

9月13日㈮ 下総地域福祉センター
9月20日㈮ 大栄支所

アルコール依存相談 9月5日㈭ 9：00〜12：00 保健福祉館 社会福祉協議会 ☎27-7755

くらしと就労相談 月〜金曜日 8：30〜17：15 商工会館1階 暮らしサポート成田
☎20-3399

家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 教育センター 教育センター ☎20-2922

不登校相談 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21 
☎20-1414

学校教育全般・いじめ相談 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課 ☎20-1582
教育相談（家庭教育・青少年教育） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育相談室 ☎22-5100

農地・農政相談（予約制） 9月4日㈬ 8：30〜11：30 下総支所 農政課☎20-154213：30〜16：30 大栄支所

一人で悩んでいないで相談してみませんか？
相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日頃感じている疑問や
悩みを解消してみてはいかがですか。

※期日中の12：00〜13：00、祝日は相談を実施していません。また、日程は変更になる場合があります。
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労災職業病なんでも相談会
弁護士や専門家が応じます

　労働災害や職業病などの問題について
相談しませんか。
日時＝8月31日㈯ 午後1時～4時
会場＝船橋市勤労市民センター
※相談は無料です。相談を希望する人は

当日直接会場へ。くわしくは千葉中央
法律事務所（☎043-225-4567）へ。

バナー広告
市ホームページでPRを

　市では、市ホームページ上に掲載する
バナー広告を募集しています。
掲載する場所＝市ホームページのトップ

ページ
掲載料（1枠当たり）＝月額3万円
規格＝縦60ピクセル×横150ピクセル

で20キロバイト以内
※くわしくは市ホームページ（https://

www.city.narita.chiba.jp/boshu/ 
page043000.html）または広報課（☎ 
20-1503）へ。

催し物催し物

成田山みたま祭り盆踊り大会
夏の夜を楽しもう

日時と内容
◦8月23日㈮…午後7時から法楽、午後

7時30分～9時30分に盆踊り大会
◦8月24日㈯…午後7時～9時30分に盆

踊り大会
会場＝弘恵会田町駐車場
※両日とも雨天中止のときは8月25日

㈰に23日と同じ日程で開催します。
くわしくは成田市観光協会（☎22-21 
02）へ。

御待夜祭
たくさんの露店でにぎわう

期日＝8月31日㈯、9月1日㈰
会場＝宗吾霊堂とその周辺
内容＝屋台の曳

ひ
き廻

まわ
し、カラオケ大会、

弓道・剣道大会、舞踊・詩吟・歌謡な
どの発表

※くわしくは宗吾霊堂（☎27-3131）へ。

Wリーグ成田大会
女子バスケットボール

日時＝10月19日㈯・20日㈰ 午後2時
から

会場＝市体育館
対戦カード＝トヨタ自動車対日立ハイテ

ク、デンソー対アイシンAW
入場料
◦自由席…一般1,600円、小学生〜高校

生400円（当日券は100円増し。未就
学児は無料）

◦指定席…コートサイド席3,500円、S席
3,000円、A席2,500円

前売り券販売期間＝9月1日㈰～10月12
日㈯

前売り券販売場所＝チケットぴあ
当日券販売場所＝市体育館（自由席のみ）
※くわしくは市バスケットボール協会ホー

ムページ（http://basketnrt.web.fc 
2.com）または同協会事務局・宮本さ
ん（☎080-5475-1188）へ。

赤坂消防フェスタ
訓練を体験できる

　消防車両の見学やはしご車搭乗体験、
放水体験などができます。消防や救急に
ついて学んでみませんか。
日時＝8月25日㈰ 午前10時～正午、午

後2時～4時
会場＝赤坂消防署
※くわしくは同署（☎26-3210）へ。

成田ふるさとまつり
ニュータウンが熱気に包まれる

期日＝8月24日㈯・25日㈰
会場＝ボンベルタ成田店周辺
内容＝地区内4中学校吹奏楽部の演奏、

市消防音楽隊の演奏行進、フラダンス
やベリーダンスなどのサークル・グ
ループの発表、阿波踊りや花笠踊り、
人気キャラクターショー、自治会・町
内会による模擬店など

前夜祭
　23日㈮の午後6時～9時に開催されま
す。中央ステージではカラオケ大会が楽
しめます。
※くわしくは成田ふるさとまつり実行委

員会事務局・遠藤さん（☎26-8300、
祭り当日は☎28-3010）へ。

星空映画会
夏休みの終わりに

日時＝8月31日㈯ 午後5時30分～9時
会場＝ボンベルタ成田店2階アネックス

館前（雨天時は同館大会議室）
上映作品＝グリンチ、はとよひろしまの

空を（平和教育映画）
※入場は無料です。鑑賞を希望する人は

当日直接会場へ。くわしくは市青少年
相談員連絡協議会ニュータウン地区・
岩川さん（☎090-4606-8657）へ。

空の日フェスティバル
成田空港周辺で

　9月20日の「空の日」にちなんで、成
田空港周辺ではさまざまなイベントが行
われます。
航空科学博物館
日時と内容
◦9月7日㈯・8日㈰ 午前10時～午後5

時…航空ジャンク市（8日は午後4時ま
で）

◦9月22日㈰ 午前10時～午後5時…お
天気フェア、キャラクターショー、お
楽しみ抽選会、フリーマーケットなど

◦9月23日（月・祝） 午前10時～午後5
時…ブーメラン製作教室、こども模型
飛行機教室など

入館料＝大人700円、中高生300円、4
歳以上200円（22日・23日は無料）

成田空港中央広場（第2ターミナルビル
前）

日時＝9月23日（月・祝） 午前10時30分
～午後5時

内容＝ステージイベント、キャラクター
ショー、お楽しみ抽選会、スタンプラ
リーなど

入場料＝無料
※くわしくは成田国際空港総務人事部（☎ 

34-5400）へ。航空科学博物館の催し
は同館（☎0479-78-0557）へ。

会場を盛り上げるステージイベント
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アイスをつくろう
簡単にできる

日時＝8月31日㈯ 午前10時～正午
会場＝子ども館
内容＝牛乳や生クリームを塩と氷を使っ

て冷やし、アイスクリームを作る
対象と定員＝小学生・20人（先着順）
参加費＝200円（材料費）
持ち物＝子ども用軍手、タオル、飲み物
※申し込みは午前10時から子ども館（☎

20-6300、月曜日・祝日・第3日曜
日は休館）へ。

太極拳教室
ゆっくりした動きで健康に

日時＝9月9日㈪ 午後1時～4時
会場＝市体育館
参加費＝無料
持ち物＝上履き、タオル、飲み物
申込方法＝9月7日㈯までにFAXで住所・

氏名・電話番号を市スポーツ協会事務
局（FAX33-3813）へ

※くわしくは太極拳連盟・麻生さん（☎
26-6473）へ。

どならない子育て練習法講座
褒めて伸ばそう

　子どもが言うことを聞いてくれない、
しつけをどうしたらいいか分からないな
ど、子育てで困っていませんか。この講
座では、子どもを褒めるコミュニケー
ション方法を学びます。
日時＝10月1日・8日・15日・29日、11

月12日・26日、12月10日の火曜日（全
7回） 午前10時～正午

会場＝市役所
対象＝市内在住の平成22年4月2日～

27年4月1日生まれの子どもの保護者
で、全回参加できる人

定員＝8人（先着順）
参加費＝1,000円（テキスト代。消費税

は別途）
※乳幼児の託児を5人（先着順）まで受け

付けます。申し込みは9月24日㈫まで
に子育て支援課（☎20-1538）へ。

まるごとげんき教室
講座やゲームで介護予防

　運動・口
こう

腔
くう

・栄養の講座やゲームなど、
介護予防に必要なプログラムを行う教室
を開催します。
会場と期日
①美郷台地区会館…10～12月の火曜日
②遠山公民館…10～12月の火曜日
③大栄公民館…10～12月の水曜日
④久住体育館…10～12月の水曜日
⑤赤坂ふれあいセンター（午前）…10～3

月の第1・3・5木曜日
⑥赤坂ふれあいセンター（午後）…10～3

月の第1・3・5木曜日
時間＝午前9時30分～11時30分（②④⑥

は午後1時30分～3時30分）
対象＝市内在住の65歳以上の人
定員＝各30人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
※申し込みは9月13日㈮までに介護保険

課（☎20-1545）へ。

ドキドキ縄文体験
土器や勾玉について学ぼう

日時＝9月29日㈰ 午後1時30分～4時
会場＝下総公民館
内容＝縄文土器に触れたり勾

まが
玉
たま

を作った
りして、縄文時代の文化を学ぶ

対象＝市内在住・在学の小中学生（保護
者も可）

定員＝20人（応募者多数は抽選）
参加費＝300円（材料費）
申込方法＝9月12日㈭（必着）までに、は

がきまたはEメールで住所・氏名（ふり
がな）・電話番号・学校名・学年・行事
名を中央公民館（〒286-0017 赤坂1-

　1-3 Eメールkominkan@city.narita. 
chiba.jp）へ

※くわしくは同館（☎27-5911、第1月曜
日は休館）へ。

フリーマーケット
出店しませんか

日時＝9月29日㈰ 午前9時～午後2時
会場＝リサイクルプラザ
条件＝アマチュアであること
出店数＝20店舗（先着順）
※申し込みはリサイクルプラザ（☎36-

1000、祝日は除く）へ。

お知らせお知らせ

若者サポートステーション
就労に悩みを抱える人へ

日時＝月～金曜日（祝日・年末年始を除
く） 午前10時～午後5時

会場＝勤労会館（不動ヶ岡）
対象＝15～39歳の就労に悩みを抱えて

いる人やその家族
相談料＝無料
申込方法＝電話またはEメールでちば北

総地域若者サポートステーション（☎
24-7880 Eメールhyss@hokusou-sa 
posute.jpn.org）へ

※くわしくは同ステーションへ。

市議会定例会
8月30日に開会

　定例会の日程や内容は、市ホームペー
ジ（https://www.city.narita.chiba.j 
p/gikai/index0419.html）などで確認し
てください。請願・陳情は、8月23日
㈮午後5時までに議会事務局（市役所議
会棟2階）へ提出してください。
※くわしくは同事務局（☎20-1570）へ。

中学校卒業認定試験
高校の受験資格を取得

　国では、病気などでやむを得ず小中学
校に就学できなかった人を対象に、中学
校卒業程度の学力があることを認定する
試験を行っています。
申込期間＝8月19日㈪～9月6日㈮
試験日＝10月24日㈭
※くわしくは県教育庁指導課（☎043-22 

3-4056）へ。

フェイスブック
成田の「いいね!」を発信

　市では、フェイスブックで、市内のイ
ベントや地域の行事などの情報を紹介し
ています。
ページ名＝成田市役所広報課-Narita 

City
URL＝https://www.facebook.com/ 

naritacity.koho
※くわしくは広報課（☎20-1503）へ。

募　集募　集
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シニア従業員のお仕事説明会
レジ接客・配達・清掃など

　市とセブン-イレブン・ジャパンでは、
高齢者を対象としたセブン-イレブン店
舗で働くための説明会を開催します。
日時＝9月27日㈮ 午前10時～11時30

分
会場＝もりんぴあこうづ
対象＝60歳以上の人
定員＝30人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは月～金曜日の午前9時30分

～午後5時にセブンイレブン千葉地区
事務所（☎043-274-6511）へ。

月見だんごをつくろう
十五夜のお供に

日時＝9月8日㈰ 午前10時～正午
会場＝子ども館
対象＝小中学生
定員＝16人（先着順）
参加費＝400円（材料費）
持ち物＝エプロン、三角巾、ボウル、ス

プーン、タオル、飲み物、持ち帰り用
の袋

※申し込みは8月25日㈰午前10時から子
ども館（☎20-6300、月曜日・祝日・
第3日曜日は休館）へ。

リサイクル教室
着物から作務衣作り

日時＝9月3日㈫・10日㈫（全2回） 午前
10時～午後4時

会場＝リサイクルプラザ
定員＝10人（先着順）
参加費＝無料（昼食は各自で用意）
持ち物＝ほどいた着物、裁縫道具、はさ

み、50cmの物差し
※申し込みはリサイクルプラザ（☎36-

1000、祝日は除く）へ。

市体育館のイベント
運動不足を解消しませんか

　体操やヨガで健康な体づくりを始めて
みませんか。
会場＝市体育館
対象＝16歳以上の人
定員＝各50人（先着順）
参加費（1回当たり）＝市内在住・在勤・

在学の人300円、そのほかの人400円
（保険料など）

申込方法＝9月2日㈪午前9時から市ス
ポーツ・みどり振興財団のオンライン
予約システム（https://www4.revn.
jp/park-narita）から申し込む

ピラティス教室
日時＝10月1日㈫・3日㈭・8日㈫・15日

㈫・17日㈭・29日㈫・31日㈭ 午後2
時～3時

リズム＆ステップ入門
日時＝10月2日㈬・16日㈬ 午前10時～

11時
初めてのエアロビクス
日時＝10月3日㈭・9日㈬・17日㈭・23

日㈬ 午前10時～11時30分（9日・23
日は午後1時30分～3時）

健康増進フィットネス体操
日時＝10月3日㈭・17日㈭・24日㈭・

31日㈭ 午後1時30分～3時
ナイト・ヨガ
日時＝10月3日㈭・17日㈭・21日㈪・

28日㈪ 午後7時～8時15分
モーニング・ヨガ
日時＝10月4日㈮・25日㈮ 午前9時30

分～10時45分
ヨガ教室
日時＝10月4日㈮・25日㈮ 午後1時30

分～2時45分、午後3時～4時15分（同
日に両方への参加はできません）

認知症予防＆アルファエクササイズ
日時＝10月21日㈪・28日㈪ 午後1時30

分～3時
ナイト・ピラティス教室
日時＝10月23日㈬ 午後7時～8時
骨盤体操
日時＝10月24日㈭ 午後2時～3時
※「認知症予防&アルファエクササイズ」

への参加を希望する人は当日直接会場
へ。くわしくは市体育館（☎26-7251）
へ。

大栄B＆G海洋センターのイベント
健康づくりのために

　市体育館でも使用することができる
11回分で3,000円の回数券を販売して
います。ぜひ利用してください。
会場＝大栄B&G海洋センター
対象＝16歳以上の人
参加費（1回当たり）＝市内在住・在勤・

在学の人300円、そのほかの人400円
（保険料など）

申込開始日＝8月16日㈮
ヨガ教室
日時＝10月16日㈬ 午前10時～11時15

分
定員＝50人（先着順）
健康コンディショニング教室
日時＝10月4日㈮・18日㈮ 午前10時～

11時30分
定員＝30人（先着順）
※申し込みは午前9時から大栄B＆G海

洋センター（☎73-5110、月曜日・祝
日の翌日は休館）へ。

印旛沼環境基金公開講座
きれいな水を取り戻す

日時＝9月7日㈯ 午後2時～4時30分
会場＝ミレニアムセンター佐倉
テーマ＝水環境の変遷と原因
講師＝本橋敬之助さん（農学博士）
定員と参加費＝100人（先着順）・無料
申込方法＝9月5日㈭までに電話またはE

メールで住所・氏名（ふりがな）・電話
番号を佐倉市役所生活環境課（☎043-

　484-4278 Eメールseikatsukanky 
o@city.sakura.lg.jp）へ

※くわしくは同課へ。

初めての押し花教室
美しい作品を

　生花から押し花を作ります。すてきな
押し花を作って飾ってみませんか。
日時＝9月17日㈫、10月1日㈫・15日㈫
（全3回） 午前10時～正午

会場＝もりんぴあこうづ
対象＝16歳以上の人
定員＝10人（先着順）
参加費＝3,000円（材料費など）
※申し込みは、もりんぴあこうづ（☎27- 

5252、第4月曜日は休館）へ。ミシンで縫い合わせる
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養育費相談
法律の専門家が応じます

日時＝8月24日㈯ 午後1時～4時（1人当
たり40分程度）

会場＝ミレニアムセンター佐倉
内容＝離婚に伴う養育費の取得などに関

する相談
相談料＝無料
※申し込みは千葉県母子寡婦福祉連合会
（☎043-222-5818）へ。

オストメイト社会適応訓練講習会
ストーマケアについて学ぶ

日時＝9月7日㈯ 午後1時～4時
会場＝印西市役所印旛支所
内容＝日本医科大学千葉北総病院の看護

師による講演、装具の展示・相談
定員と参加費＝80人（先着順）・無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは月・火・金曜日の午前10
時～午後4時に日本オストミー協会千
葉県支部（☎043-309-7571）へ。

卓球大会
優勝目指して

日時＝9月29日㈰ 午前9時から
会場＝市体育館
競技方法＝小学生男女個人戦、中学生男

女個人戦・団体戦、一般男女個人戦・
団体戦、レディース（30歳以上）個人
戦

対象＝市内在住・在勤・在学の人、市内
卓球クラブ員

参加費＝個人戦600円（小中学生は300
円）、団体戦（1チーム当たり）3,000
円（中学生は1,500円）

申込方法＝9月4日㈬までに市卓球協会
事務局・大木さん（☎090-2742-109 
8）または関山さん（☎26-8968）へ

※くわしくは市卓球協会ホームページ
（http://www.nctv.co.jp/~tt/）へ。

まちの保健室in三里塚CC
理学療法士による健康講座

日時＝9月6日㈮ 午後2時30分～3時30
分

会場＝三里塚コミュニティセンター
テーマ＝さあ、はじめよう！腰痛たいそう
講師＝斎藤剛史さん（成田富里徳洲会病

院リハビリテーション科理学療法士）
定員と参加費＝20人（先着順）・無料
※申し込みは同センター（☎40-4880、

月曜日は休館）へ。

もりんぴあ演劇ワークショップ
出演してみませんか

　みんなで演劇を作り上げ、3月15日
㈰に発表します。体いっぱい使って表現
する楽しさを体験しませんか。
期日＝①10月19日㈯、11月9日㈯・23

日（土・祝）②12月7日㈯・21日㈯③1
月18日㈯・25日㈯④2月1日㈯・8日
㈯⑤2月22日㈯⑥3月14日㈯・15日㈰

時間＝①午前10時～正午②午前9時30
分～午後1時③午前9時30分～午後0
時30分④午前9時30分～午後3時⑤
午前9時30分～正午⑥午前9時30分
～午後6時

会場＝もりんぴあこうづ
対象＝7歳以上の人
定員＝12人（先着順）
参加費＝8,000円（材料費など）
※申し込みは、もりんぴあこうづ（☎27- 

5252、8月26日㈪、9月24日㈫は休
館）へ。

関東10マイル・10キロロードレース
最後まで走り抜こう

期日＝12月15日㈰（雨天決行）
会場＝宗吾霊堂
種目＝10km・10マイル
定員＝各1,000人（先着順）
参加費＝3,800円（高校生、大学生（女子）

は2,500円）
申込方法＝10月31日㈭までにRUNNE 

Tホームページ（https://runnet.jp）か
ら申し込む。またはスポーツ振興課（市
役所4階）にある申込書に必要事項を
書いて、郵便振替で参加費を払う

※くわしくは千葉県印旛陸上競技クラブ・
木村さん（☎080-3027-7690）へ。

成田スポーツフェスティバル
家族や友人・同僚と

日時＝10月12日㈯ 午前9時～午後3時
10分

会場＝中台運動公園陸上競技場
種目＝綱引き、玉入れ、8の字跳び、歩測、

ニュースポーツ体験、400mリレー、
カイキくんと走ろう！、成田ソラあん
ぱん食い競走、パラスポーツ体験など

対象＝市内在住・在勤・在学の人
参加費＝無料
申込方法＝綱引き・玉入れ・8の字跳び・

400mリレーは事前に参加申し込みが
必要です。9月11日㈬（当日消印有効）
までに、申込書に必要事項を書いて直
接・郵送・FAX・Eメールのいずれか
で成田スポーツフェスティバル実行委
員会事務局（市役所4階スポーツ振興
課 〒286-8585 花崎町760 FAX22- 
4494 Eメールshosport@city.narita. 
chiba.jp）へ

申込書配布場所＝スポーツ振興課、行政
資料室（市役所1階）、下総・大栄支所、
保健福祉館、各公民館、市立図書館、
市体育館、久住体育館、印東体育館、
大栄B＆G海洋センター、ナスパ・ス
タジアム、十余三パークゴルフ場、久
住パークゴルフ場、各地区運動施設、
中郷ふるさと交流館、豊住ふれあい健
康館、国際文化会館、美郷台地区会館、
文化芸術センター、三里塚コミュニティ
センター、もりんぴあこうづ、赤坂ふ
れあいセンター、各小中学校、生涯大
学校、成田富里いずみ清掃工場、リサ
イクルプラザ、市ホームページ（https: 
//www.city.narita.chiba.jp/bunk 
a_sports/page213100.html）

※くわしくは成田スポーツフェスティバ
ル実行委員会事務局（スポーツ振興課・
☎20-1584）へ。

募　集募　集
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保育園名 電話番号 期　日 保育園名 電話番号 期　日
松　崎 26-8282 8/16㈮、9/6㈮ 高　岡 96-0042 8/28㈬、9/11㈬
赤　荻 24-0752 8/23㈮、9/13㈮ 小御門 96-2362 8/15㈭、9/5㈭
赤　坂 20-6900 8/22㈭、9/12㈭ 三里塚第一 35-0165 8/20㈫、9/3㈫
橋賀台 28-0676 8/27㈫、9/10㈫ 三里塚第二 35-0081 8/27㈫、9/10㈫
吾　妻 27-5773 8/28㈬、9/11㈬ 長　沼 37-0005

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

中　台 27-9023 8/21㈬、9/4㈬ 大　栄 73-3000
新　山 28-2527 8/15㈭、9/5㈭ 宗　吾 26-2472
中台第二 29-6676 8/20㈫、9/3㈫ 公津の杜 29-6551
玉　造 26-8889 8/22㈭、9/12㈭

　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

日曜祝日診療機関
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）

10120-2
24時間

4-1
い

1
い

3
サービス

0

成田市医療相談ほっとライン
専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

ダイヤル回線からは☎043-242-9939、
午後7時〜翌午前6時・年中無休

☎♯8000
こども急病電話相談

急病診療所
赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）☎27-1116

ボンベルタ成田店

中台運動公園

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

国
道
51号
→

※�症状や年齢によって対応が難しい場合もありますので、事前に連絡してください。

受付日時 診療科目
毎日（休診日なし）
午後7時〜10時45分

内　科
小児科

日曜日、祝日、振替休日、8月13日
〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

内　科
小児科
外　科

祝日（日曜日を除く）、振替休日、8月
13日〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

歯　科

献血にご協力ください▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人

健康相談（予約制） 9月 4日㈬ 午後1時〜
1時15分 医師・保健師・栄養士

歯の健康相談 9月 4日㈬ 午後1時30分〜
2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
（治療中の人は除く） 8月21日㈬ 午後1時15分〜

3時30分 カウンセラー・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 8月30日㈮

午前9時〜
9時30分
午後1時〜
1時30分

平成31年4月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 8月27日㈫ 平成30年10月生まれ
1歳6カ月児健診 9月 5日㈭ 平成30年2月生まれ
2歳児歯科健診 9月12日㈭ 平成29年2月生まれ
3歳児健診 8月22日㈭ 平成28年2月生まれ

5歳児健診（予約制） 8月28日㈬

午後1時〜
1時15分

午後1時40分〜
1時55分

平成26年4月2日〜27年4
月1日生まれで、健診を受
ける機会のない幼児

こころの発達相談
（予約制） 9月11日㈬ 午前9時〜

11時50分
心理発達に心配のある乳幼
児

●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※�日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※�赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊内）を健康増進課へ送付。

【イオンモール成田】
8月15日㈭・17日㈯・18日㈰・24日
㈯・25日㈰ 午前10時〜11時45分、午
後1時〜4時30分
※�都合により変更になる場合がありま

す。くわしくは千葉県赤十字血液セ
ンター千葉港事業所推進課（☎043-
241-8332）へ。

保 健 イ ン フ ォ メ ー ョシ ン

　このコーナーの問い合わせは各保育
園へ。長沼・大栄・宗吾・公津の杜保
育園以外は予約が必要です。
時�間＝午前10時〜11時（長沼は午前9時

〜午後0時15分、大栄は午前9時30分
〜午後4時30分、宗吾・公津の杜は午
前9時〜正午・午後1時〜3時）

対�象＝保育園・幼稚園に通っていない就
学前の乳幼児

保育園開放日
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無料で受けられます
子宮頸がんワクチンの接種

　子宮頸
けい

がんの予防方法には、子宮頸が
ん検診の定期受診とウイルス感染を防ぐ
予防接種があります。予防接種を希望す
る人は無料で受けることができます。ワ
クチンの効果と接種後に起こりえる症状
などについて確認してから、かかりつけ
の医療機関に相談してください。
対象＝小学6年生〜高校1年生
※くわしくは厚生労働省ホームページ（h 

ttps://www.mhlw.go.jp/bunya/k 
enkou/kekkaku-kansenshou28）ま
たは健康増進課（☎27-1111）へ。

利用・協力会員を募集
成田おたすけ隊

　高齢者や障がいなどで日常生活に支障
のある人（利用会員）が家事などで手助け
を必要とするときに、手伝ってくれる人

（協力会員）を紹介しています。
内容＝掃除・洗濯など日常生活の簡単な

支援（短時間サービスはごみ出しなど）
利用会員
対象＝市内在住の65歳以上の人、軽度

の障がいのある人、就学前の子どもが
いる人

年会費＝1,000円
利用料＝1時間700円（交通費は別途。短

時間サービスは30分350円）
協力会員
対象＝ボランティア活動に興味がある人
年会費＝無料
※利用会員は利用券を事前に購入する必

要があります。くわしくはボランティ
アセンター（☎27-8010）へ。

約100社の企業が集結
障害者雇用促進就職面接会

日時＝10月24日㈭ 午後1時〜4時
会場＝千葉ポートアリーナ（千葉市）
対象＝就職を希望する障がいのある人
参加費＝無料
※申し込みは10月3日㈭までに成田公共

職業安定所（☎27-8609）へ。

資格の取得や技能の習得に
母子・父子家庭自立支援給付金

　市では、母子・父子家庭の経済的な自
立を支援することを目的として、資格や
技能を身に付けるための教育訓練講座を
受講した母子家庭の母や父子家庭の父な
どに、給付金を支給しています。
自立支援教育訓練給付金
　雇用保険制度の一般教育訓練給付の指
定教育講座（医療事務、ホームヘルパー）
や専門実践教育訓練講座などを受講した
場合に支給されます。
対象＝20歳未満の子を扶養する市内在

住の一人親家庭の親
支給額＝入学料・受講料の60％（上限20

万円。1万2,000円以下は支給なし。雇
用保険の一般教育訓練給付金を受給で
きる人は、受給額との差額）。専門実
践教育訓練講座は1年につき上限20万
円（上限4年）

高等職業訓練促進給付金
　看護師や保育士などの資格を取得する
ために養成機関で1年以上修学する場合
に支給されます。
対象＝20歳未満の子を扶養する市内在

住の一人親家庭の親
訓練促進給付金
支給額（月額）＝7万500円（市民税非課

税世帯は10万円（上限4年））。修学期
間の最終年は4万円加算

修了支援給付金
支給時期＝修学修了後
支給額＝2万5,000円（市民税非課税世

帯は5万円）
ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験

合格支援給付金
　高等学校卒業程度認定試験合格のため
の講座を受講した場合に支給されます。
対象＝20歳未満の子を扶養する市内在

住の一人親家庭の親または子
受講修了時給付金
支給額＝受講費用の20％（上限10万円。

4,000円以下は支給なし）
合格時給付金
支給額＝受講費用の40％（上限15万円

から受講修了時給付金を引いた額）
※受講前に相談してください。給付には

所得制限があります。くわしくは子育
て支援課（☎20-1538）へ。

絵本の読み聞かせ方を学ぶ
ボランティア養成講座

日時＝9月18日㈬・27日㈮（全2回） 午前
10時〜正午

会場＝保健福祉館
内容＝絵本の選び方や読み聞かせ方を学

ぶ、ボランティア体験談など
定員と参加費＝20人（市内在住の人を優

先に先着順）・無料
※申し込みは9月11日㈬までにボランティ

アセンター（☎27-8010）へ。

所得状況の届け出を
特別児童扶養手当・障害児福祉手当など

　特別児童扶養手当・障害児福祉手当・
特別障害者手当を受けている人は、所得
状況届を提出する必要があります。対象
者には用紙を送付しましたので、9月11
日㈬までに提出してください。提出され
ない場合は、8月分以降の手当てが支給
されません。
提出先＝障がい者福祉課（市役所議会棟

1階）、下総・大栄支所
※くわしくは同課（☎20-1539）へ。

あなたの暮らしに安心を
日常生活自立支援事業

　日常生活自立支援事業は、社会福祉協
議会が高齢者・障がい者と契約し、福祉
サービスの利用手続きや金銭管理などの
支援を行うものです。
　支援を希望する人には、専門員が自宅
を訪問して悩みなどの相談に乗り、本人
と一緒に支援計画を作成します。
対象＝市内在住の高齢者・障がい者で福

祉サービスの利用手続きや金銭管理な
どに不安のある人

支援内容
◦福祉サービスについての情報提供や利

用手続きなど
◦預貯金の出し入れ、公共料金や医療費

の支払いなどの財産管理
◦預貯金通帳・銀行印・実印の管理など

の財産保全
年会費＝3,600円（財産保全は別途3,000

円）
利用料＝1時間1,000円（交通費は別途）
※くわしくは社会福祉協議会（☎27-775 

5）へ。
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　表紙の「夏の木工体験広場」では、貯金箱やロボッ
トなど個性豊かな作品を見ることができました。「工

作の宿題にいいですね」と参加者と話していると、ふと、小学生の頃の苦
い記憶が。あれを作ろうかな、これもいいなと悩んでいるうちに夏休みの
終わりが見え、毎年焦って宿題に取り組んでいたことを思い出しました。
そして今、編集後記の内容をあれこれと悩んでいるうちに、締め切りぎり
ぎりになってしまっています。昔も今も変わらないなと思いました。

編集後記

第 回26

歴史と伝統文化のまち「成田」には、さまざまな分野で活躍した人や郷土の発展のために尽くした人がたくさん
います。先人たちの生き方からふるさと成田の歴史に触れ、未来へ大きく羽ばたく指標となれば幸いです。

新聞記者の道へ
　圓城寺次郎は明治40（1907）年、印旛郡公津村下方（現在の
成田市下方）に父貞吾、母けいの次男として生まれた。
　成田中学校（現在の成田高校）4年生の時に虫垂炎を患い、そ
の手術が原因で心臓を悪くしてからは、ほとんど学校に通うこ
とができなかった。卒業後も自宅で療養生活を送っていたが、
体調が落ち着いてきた昭和2（1927）年、早稲田大学に入学した。
　大学を卒業した次郎は、昭和8年、新聞記者として中外商業
新報社に入社。日本銀行、大蔵省（現在の財務省）などの担当記
者として経験を積んだ。社名が日本経済新聞社に改称されるな
ど、会社の転換期となった同21年には、編集局長に就任した。
記者のトップとして熱心に後輩の育成に当たる傍ら、日本経済
新聞の人気コラムである「私の履歴書」や「経済図書室」（現在の
「やさしい経済学」）などの連載を開始した。

革新的な事業を展開
　次郎は、経済新聞は記事を掲載するだけでなく、経済の研究
をすべきであると考え、昭和33年に社内に経済研究室を設け
た。さらに、研究と経済政策を連携させることで日本経済の発
展に役立てたいと、同38年には研究室を基に日本経済研究セ
ンターを設立。センターは多くの経済学者に研究の場を提供す
るとともに、財政・金融・産業の各分野の調査・研究や政策提
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　印旛郡公津村下方（現在の成田市下
方）に生まれる。早稲田大学卒業後、
中外商業新報社（現在の日本経済新聞
社）に入社。日本経済新聞の人気コラ
ム「私の履歴書」の連載を開始したほ
か、日本経済研究センターの設立、新
聞製作へのコンピューターの導入など
革新的な事業を行った。

明治40年〜平成6年（1907〜1994）

ゆかり人々田
成 の

コンピューターによる新
聞製作システムが完成

言を行うなど、経済研究の中心的な機関となっていった。現在
でもセンターが発表する中・長期の経済予測は多くの企業で支
持されている。
　昭和43年に日本経済新聞社の社長に就任すると、コンピュー
ターを使った新聞製作システムの導入に着手した。さらに記事
にならなかった中小企業などの情報に目を付け、日経流通新聞
（現在の日経MJ）、日経産業新聞をはじめ、専門の情報を深く
掘り下げて紹介するさまざまな経済誌を刊行した。
　また、美術への造詣が深い次郎は、日本経済新聞社主催でイ
ンド古代美術展、東山魁

かいい
夷展などさまざまな美術展を世界各国

で開催した。そして美術展の展示品を紹介する「美の美」（現在
の「美の粋」）の連載をスタートさせ、経済だけでなく芸術にも
強みを持つ新聞としてのブランドを確立した。次郎の功績によ
り、日本経済新聞は紙面作りの工夫が評価され、優れた文化活
動に送られる菊池寛賞を受賞した。
　昭和51年に次郎は会長に就任し、同55年には顧問となった。
そして平成元（1989）年、新聞界の発展に尽くした功労者とし
て新聞文化賞を受賞した。さらにその活躍は新聞社だけにとど
まらず、経済審議会会長、中央社会保険医療協議会会長など多
くの公職を務め、社会にとって大きな役割を果たした。
　新聞社から国の発展までを担ってきた次郎は、平成6年3月、
86歳でその生涯を閉じた。


